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国⼟強靭化計画 堤防決壊防⽌のための⼯事が兵庫県加古川の国包堤防で進⾏中 
 
台⾵による⼤⾬により多くの河川が決壊し、⽇常⽣活に多⼤な影響を与えている。この被害
を防⽌するための「国⼟強靭化計画」が具体的に進⾏し始めている。 
 
兵庫県の真ん中から瀬⼾内海に向かって流れる加古川において、堤防強靭化作業が現在進
⾏中である。これは、河川の増⽔時に堤防にしみ込んだ⽔を速やかに堤防内部から排出し、
堤防を決壊から守ることを⽬的としている。この⼯事を⾏うことによりどの程度堤防にし
み込んでいる⽔の排⽔が速やかになり、安全性がどの程度増すのかは、残念ながら今の私に
は理解できていない。 
 
 
堤防（Wikipedia）によると、 
浸透破堤 

河川の⽔位が上昇するとともに堤防内の⽔位も上昇して浸透し、⼟の粒⼦間の接触が弱
まることで内部から堤防が削り取られ決壊するもの。堤内側地盤との⽔頭（⽔圧）差により
⽣じる堤防内の間隙⽔圧が⼤きくなった場合に、川表側からの河川の浸透⽔による⽔みち
が形成されることで、裏法側や堤内基盤に漏⽔を⽣じさせる。 
鋼⽮板製の⽌⽔壁を川表側の⼟中に打込んだり、透⽔性の低いブランケットと呼ばれる⼟
で川底を覆う⼯法や、遮⽔シートやブランケットで表法⾯を覆う⼯法を採る。また、川裏側
にドレーン⼯と提脚⽔路を設けて堤体内に浸透した⽔をできるだけ早期に排⽔できるよう
にするといった対策が⾏われる。⼤量の⾬⽔が堤体内に浸透するのも避ける。 
 
 
となっており、この下線を引いた部分の⼯法が取り⼊れられている。 
 
 
関連⽂書としてブログ「兵庫県を流れる加古川左岸に位置する国包（くにかね）で堤防の強
化⼯事が始まる」（2019.10.14）を以下に貼付した。さらに、現在進⾏中の⼯事の様⼦も写
真にて⽰した。 



 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/pdf/r01hoseiyosan.pdf 

 
（上表からの抜き出し） 

台⾵第 15 号、19 号の被害を踏まえ、⽔害対策を中⼼に防災・減災、国⼟強靱化を更に強
⼒に進め、国⺠の安全・安⼼を確保する。 
 国⼟交通省 河道掘削・堤防強化・ダムの洪⽔調節機能の維持確保、内⽔浸⽔対策強化（排
⽔ポンプ⾞による排⽔機能の強化、⾬⽔貯留施設の整備等）、 
 
（参考） 加古川の下流域ではこの⽅法により堤防強化がなされています。 
「加古川の堤防強化（アーマー・レビー）は健在だった」  2018 年 4 ⽉ 28 ⽇ 
http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/river/enc/words/01a/a-013.html 

アーマーレビーとは鎧（よろい）をかぶった堤防を意味し、洪⽔が越えても破堤しにくい
構造に強化した堤防のこと。 
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兵庫県を流れる加古川左岸に位置する国包（くにかね）で堤防の強化⼯事が始まる 
 
台⾵ 19 号（10 ⽉ 12 ⽇〜13 ⽇）による関東甲信越および東北の河川の氾濫は実に⼤⽊に及
んだ。 
 
堤防決壊、37 河川 51 カ所に 国交省、調査で増加 
10/14(⽉) 17:10 配信共同通信 
 国⼟交通省は 14 ⽇、台⾵ 19 号による猛烈な⾬の影響で決壊した堤防が同⽇午前 9 時現
在で、7 県の 37 河川 51 カ所に上ると明らかにした。これまで 6 県の 21 河川 24 カ所と説
明していたが、その後の調査で増加。福島県内の阿武隈川⽔系の河川や、新潟県内の⼋代川
などで決壊を新たに確認した。 
 
台⾵等の集中豪⾬により、加古川も常に反乱の危険をはらむ。越流による洪⽔でも市⺠⽣活
に⼤きな混乱をもたらすが、これが堤防決壊となるとその被害の⼤きさは計り知れないも
のとなる。堤防の決壊する⼀つの原因は、堤防内にしみ込んだ⽔が堤防基⾯を侵⾷して堤防
に⽔が通る⼩⽳を穿け、それが広がって堤防決壊に⾄るものである。 
 
今回の国包堤防における⼯事はこの被害を防ぐことにある。 
10 ⽉半ばからいよいよこの⼯事に⼊るとのことで、その範囲と⽇程、そして⼯事内容を⽰
した。 
 
さらに、この⼯事の位置づけを近畿地⽅整備局のホームページより引⽤した。そして最後に、
今回の台⾵ 19 号の⽔害被害を伝える神⼾新聞の記事を⽰した。この記事の中に、洪⽔の起
こるメカニズムが記されている。 
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